
１
　
裁
判
の
経
緯

　

示じ

現げ
ん

舎し
ゃ

と
い
う
出
版
社
が
、
全
国
の
被
差
別
部
落
の
地
域

を
掲
載
し
た
『
復
刻　

全
国
部
落
調
査　

部
落
地
名
総
鑑
の

原
典
』（
以
下
、『
全
国
部
落
調
査
』）
と
題
し
た
書
籍
を
出
版

し
よ
う
と
し
ま
し
た
（
二
〇
一
六
年
四
月
一
日
出
版
予
定
）。

『
全
国
部
落
調
査
』
は
、
財
団
法
人
中
央
融
和
事
業
協
会
が

一
九
三
五
年
に
調
査
し
、
翌
一
九
三
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
内

部
の
調
査
報
告
書
で
、
全
国
の
部
落
所
在
地
、
部
落
名
、
戸

数
、
人
口
、
職
業
、
生
活
程
度
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
九
七
〇
年
代
に
問
題
に
な
っ
た
『
部
落
地
名
総
鑑
』

の
原
典
と
も
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
鳥
取
ル
ー
プ
」
と
名
乗
る
示
現
舎
代
表
者
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、『
全
国
部
落
調
査
』
の
電
子
デ
ー
タ
の

公
開
、「
同
和
地
区
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

の
「
部
落
解
放
同
盟
関
係
人
物
一
覧
」（
以
下
「
人
物
一
覧
」）

と
題
し
た
ペ
ー
ジ
で
、
部
落
解
放
同
盟
関
係
者
の
名
前
、
住

所
、
電
話
番
号
な
ど
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
二
月
、
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
が
『
全
国

部
落
調
査
』
の
復
刻
版
を
同
年
四
月
一
日
に
出
版
す
る
と
い

う
計
画
を
察
知
し
ま
し
た
（
示
現
舎
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
二
月
八

日
付
記
事
で
出
版
予
告
）。
同
年
三
月
八
日
、
中
央
本
部
の
西

部
落
差
別
の
実
態
が
争
わ
れ

審
理
さ
れ
て
い
く

鳥
取
ル
ー
プ
・
示
現
舎
に
対
す
る
裁
判
闘
争

中
井
雅
人
　
弁
護
士

2

中井雅人氏_部落差別の実態が.indd   2 2016/06/22   11:28:38



島
藤
彦
書
記
長
、
大
西
聡
事
務
局
長
が
「
鳥
取
ル
ー
プ
」
を

名
乗
る
示
現
舎
代
表
者
と
の
間
で
面
談
を
し
ま
し
た
。
西
島

書
記
長
ら
か
ら
の
「
同
和
地
区
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
」
な
ど
の
閉
鎖
要

請
に
対
し
、「
鳥
取
ル
ー
プ
」
は
「
そ
の
よ
う
な
約
束
は
で

き
な
い
し
、
仮
に
こ
こ
で
約
束
を
し
た
と
し
て
も
必
ず
破

る
」
と
述
べ
ま
し
た
（
示
現
舎
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
三
月
九
日
付

記
事
参
照
）。
こ
れ
を
受
け
て
、「
鳥
取
ル
ー
プ
」
ら
に
よ
る

自
主
的
な
出
版
の
取
り
や
め
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
削
除

は
期
待
で
き
な
い
た
め
法
的
処
分
が
不
可
欠
だ
と
判
断
し
、

出
版
差
止
め
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
削
除
等
の
仮
処
分
を

申
し
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
仮
処
分
と
は
、
通
常
の

訴
訟
を
し
て
い
て
は
判
決
ま
で
時
間
が
か
か
り
、
判
決
ま
で

の
間
に
権
利
者
が
著
し
い
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
不
利
益
を
避
け
る
た
め
に
、
裁
判
所
が
通

常
裁
判
よ
り
も
迅
速
に
、
暫
定
的
な
「
仮
」
の
処
分
を
す
る

も
の
で
す
。

　

二
〇
一
六
年
三
月
二
二
日
、「
人
物
一
覧
」
に
名
前
な
ど

を
掲
載
さ
れ
た
被
差
別
部
落
出
身
者
五
名
と
部
落
解
放
同
盟

が
申
立
人
と
な
り
、
横
浜
地
方
裁
判
所
本
庁
に
対
し
、『
全

国
部
落
調
査
』
復
刻
版
出
版
差
止
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

削
除
等
を
求
め
る
仮
処
分
申
立
を
行
い
ま
し
た
。
申
し
立
て

後
、
迅
速
な
判
断
を
得
る
べ
く
、
争
点
簡
素
化
の
た
め
に
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
関
係
の
申
立
を
取
り
下
げ
、
出
版
差
止
め
に
申

立
を
集
約
し
ま
し
た
。
同
月
二
八
日
、「
鳥
取
ル
ー
プ
」
を

名
乗
る
示
現
舎
代
表
者
出
席
の
も
と
審し
ん

尋じ
ん

期
日
が
あ
り
、
同

日
、
申
立
の
趣
旨
ど
お
り
出
版
等
差
止
め
を
認
め
る
仮
処
分

決
定
が
出
ま
し
た
。
続
い
て
、
同
年
四
月
四
日
、
同
じ
く
部

落
解
放
同
盟
ら
が
申
立
人
と
な
り
、
横
浜
地
方
裁
判
所
相
模

原
支
部
に
対
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
削
除
や
そ
の
他
一
切
の

方
法
で
の
公
表
禁
止
を
求
め
て
仮
処
分
申
立
を
行
い
ま
し

た
。
同
月
一
八
日
、
出
版
社
代
表
者
出
席
の
も
と
審
尋
期
日

が
あ
り
、
同
日
、
申
立
の
趣
旨
ど
お
り
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
削

除
や
そ
の
他
一
切
の
方
法
で
の
公
表
禁
止
を
認
め
る
仮
処
分

決
定
が
出
ま
し
た
。

　

翌
一
九
日
、「
人
物
一
覧
」
に
名
前
な
ど
を
掲
載
さ
れ
た

被
差
別
部
落
出
身
者
の
う
ち
二
一
一
名
と
部
落
解
放
同
盟

は
、
名
誉
権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
、
業
務
遂
行
権
（
憲
法
一

三
条
）
お
よ
び
差
別
さ
れ
な
い
権
利
（
憲
法
一
四
条
）
に
も
と
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づ
き
、『
全
国
部
落
調
査
』
の
出
版
等
差
止
め
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
削
除
・
公
表
禁
止
を
求
め
る
と
と
も
に
、
不
法
行
為

責
任
（
民
法
七
〇
九
条
・
七
一
九
条
）、
業
務
執
行
社
員
の
責

任
（
会
社
法
五
九
七
条
）
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
る

訴
訟
を
東
京
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
ま
し
た
。
同
年
六
月
一

日
に
は
、「
人
物
一
覧
」
に
名
前
な
ど
を
掲
載
さ
れ
た
被
差

別
部
落
出
身
者
の
う
ち
三
三
名
が
原
告
と
な
り
、
上
記
と
同

様
の
請
求
で
追
加
提
訴
し
ま
し
た
。
本
稿
執
筆
時
点
で
原
告

は
、
部
落
解
放
同
盟
を
含
め
二
四
五
名
と
な
り
ま
し
た
。

２
　 

法
的
主
張
の
前
提
と
な
る 

「
部
落
差
別
」
の
実
態

　

仮
処
分
申
立
書
お
よ
び
訴
状
で
は
、
法
的
主
張
の
前
提
と

し
て
、
い
わ
ゆ
る
同
和
問
題
の
歴
史
的
経
緯
、
深
刻
な
部
落

差
別
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
後

者
に
つ
い
て
具
体
的
に
は
、
職
安
法
五
条
の
四
は
就
職
希
望

者
が
被
差
別
部
落
出
身
者
か
ど
う
か
調
査
す
る
と
い
う
部
落

差
別
事
件
を
契
機
に
立
法
さ
れ
、
こ
の
立
法
後
も
被
差
別
部

落
出
身
者
の
差
別
に
つ
な
が
る
職
安
法
五
条
の
四
に
違
反
す

る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
藤
本
忠
義
「
企
業
・
行

政
・
法
務
局
の
今
を
問
う
」『
部
落
解
放
』
解
放
出
版
社
、
二
〇
一

五
年
六
月
号
、
七
一
〇
号
を
証
拠
と
し
て
提
出
）、
結
婚
差
別
を

目
的
と
し
た
戸
籍
謄
本
等
不
正
取
得
事
件
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
九
七
五
年
に
発
覚
し
た
い
わ
ゆ
る
部
落
地
名
総

鑑
事
件
に
つ
い
て
も
、
友
永
健
三
『
い
ま
、
改
め
て
「
部
落

地
名
総
鑑
」
差
別
事
件
を
問
う
』
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
六

年
や
、
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
編
『
終
わ
っ
て
は
い
な
い

「
部
落
地
名
総
鑑
」
事
件
』
解
放
出
版
社
、
一
九
九
五
年
な

ど
を
証
拠
と
し
て
提
出
し
、
事
件
の
概
要
や
本
件
と
の
関
係

を
主
張
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
部
落
地
名
総
鑑
事
件
で

は
、
た
と
え
ば
行
政
も
（
十
分
な
も
の
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
）

さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
迅
速
に
行
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、『
部

落
地
名
総
鑑
』
は
社
会
的
に
流
通
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
で
、
部
落

差
別
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
当
た
り
前
の
認
識

が
、
社
会
の
な
か
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
だ

と
主
張
し
て
い
ま
す
。
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そ
の
う
え
で
、『
部
落
地
名
総
鑑
』
が
部
落
差
別
に
利
用

さ
れ
て
き
た
歴
史
、
現
在
も
残
る
深
刻
な
部
落
差
別
の
状
況

を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
現
在
で
も
『
部
落
地
名
総
鑑
』
が
部

落
差
別
を
助
長
、
固
定
化
す
る
の
に
利
用
さ
れ
る
の
は
明
ら

か
で
あ
り
、『
部
落
地
名
総
鑑
』
と
内
容
に
お
い
て
も
利
用

価
値
に
お
い
て
も
共
通
す
る
『
全
国
部
落
調
査
』
の
出
版
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
の
公
開
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
の
だ

と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
訴
訟
の
な
か
で
、
現
在
も
残
る
深
刻
な
部
落
差
別

の
例
を
さ
ら
に
示
す
な
ど
し
、
被
告
ら
に
よ
る
『
全
国
部
落

調
査
』
な
ど
の
復
刻
版
出
版
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
公
開

が
、
い
か
に
部
落
差
別
を
助
長
、
固
定
化
し
て
い
く
行
為
で

あ
る
か
を
主
張
し
て
い
く
予
定
で
す
。

３
　
法
的
主
張
の
内
容

　

冒
頭
で
述
べ
ま
し
た
原
告
ら
が
主
張
す
る
権
利
侵
害
に
つ

い
て
簡
潔
に
説
明
し
ま
す
。

①
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
に
つ
い
て

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
は
、
い
く
つ
か
の
説
明
の
さ
れ
方
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
簡
潔
に
「
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い

個
人
情
報
を
公
開
さ
れ
な
い
権
利
」
だ
と
説
明
し
て
お
き
ま

す
。「
人
物
一
覧
」
で
は
、
原
告
部
落
解
放
同
盟
の
役
員
の

み
な
ら
ず
、
被
告
ら
に
お
い
て
一
方
的
に
原
告
部
落
解
放
同

盟
と
関
連
が
あ
る
と
断
じ
て
い
る
関
係
者
に
つ
い
て
ま
で

も
、
そ
の
住
所
や
電
話
番
号
・
団
体
に
お
け
る
役
職
な
ど
と

さ
れ
る
情
報
を
一
覧
形
式
で
記
載
し
た
も
の
で
す
。
原
告
ら

を
は
じ
め
と
す
る
「
人
物
一
覧
」
に
記
載
さ
れ
た
人
物
は
い

ず
れ
も
、
み
ず
か
ら
の
住
所
な
ど
に
つ
い
て
被
告
ら
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と

は
明
白
で
す
。
し
た
が
っ
て
、「
人
物
一
覧
」
が
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
を
侵
害
す
る
の
は
明
白
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、『
全
国
部
落
調
査
』
に
は
、
原
告
ら
の
個

人
名
や
住
居
表
示
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
原
告
ら

の
住
所
な
ど
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
す
れ
ば
、『
全
国
部
落

調
査
』
を
見
れ
ば
原
告
ら
が
被
差
別
部
落
出
身
者
だ
と
判
明

し
ま
す
。
被
差
別
部
落
出
身
者
だ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

表
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
部
落
差
別
と
い
う
重
大
な
社
会
的
差

別
の
原
因
に
な
る
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ

5
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る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
深
刻
な
部
落
差
別
が

現
在
も
残
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
公
開
を
欲
し
な

い
情
報
を
公
開
さ
れ
て
い
る
と
い
え
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が

侵
害
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
原
告
ら
の
住
所
な

ど
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、「
人
物
一
覧
」
の
情
報
を

合
わ
せ
れ
ば
、「
人
物
一
覧
」
に
記
載
さ
れ
た
特
定
人
が
ど

こ
の
被
差
別
部
落
出
身
者
な
の
か
が
判
明
し
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、『
全
国
部
落
調
査
』
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
す

る
の
は
明
ら
か
で
す
。

②
名
誉
権
の
侵
害
に
つ
い
て

　

名
誉
権
侵
害
と
い
う
の
は
、
人
の
社
会
的
評
価
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
被
差
別
部
落
出
身
者
で
あ
る
と
い

う
の
は
、
そ
の
生
地
に
よ
っ
て
決
ま
る
だ
け
の
こ
と
で
あ

り
、
本
来
的
に
は
社
会
的
評
価
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
深
刻
な
部
落
差
別
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
す
る
と
、「
被
差
別
部
落
出
身
だ
と
社
会
的
評
価
が
低

い
」
と
い
う
誤
っ
た
差
別
的
評
価
が
あ
る
程
度
流
布
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
前
述
の
よ
う
に
「
人
物
一
覧
」
と
『
全
国

部
落
調
査
』
の
情
報
を
合
わ
せ
れ
ば
、
原
告
ら
が
被
差
別
部

落
出
身
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

「
人
物
一
覧
」
お
よ
び
『
全
国
部
落
調
査
』
は
、
原
告
ら
の

社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
名
誉
権
を
侵
害

す
る
と
い
え
ま
す
。

③
差
別
さ
れ
な
い
権
利
の
侵
害

　

憲
法
一
四
条
一
項
で
は
「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平

等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門

地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い

て
、
差
別
さ
れ
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
裁

判
で
は
、
差
別
の
問
題
が
、「
平
等
」
か
「
不
平
等
」
か
と

い
う
視
点
か
ら
検
討
さ
れ
る
の
が
主
流
で
し
た
。
区
別
目
的

の
正
当
性
と
区
別
の
合
理
性
か
ら
「
平
等
」
か
「
不
平
等
」

か
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
「
平

等
」
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
だ
け
で
は
、
差
別
の
助
長
や
差

別
の
固
定
化
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
視
点
が
欠
落
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
近
時
こ
れ
に
加
え
て
、「
差
別
さ
れ
な
い
権
利
」

と
い
う
考
え
方
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
個
々
人
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が
、
差
別
的
意
図
に
も
と
づ
く
行
為
や
、
差
別
を
助
長
・
固

定
化
す
る
行
為
を
さ
れ
な
い
権
利
を
有
し
て
い
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
憲
法
一
四
条
一
項
に
は
「
差
別
さ
れ
な
い
」
と

規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う

に
も
思
え
ま
す
が
、
前
述
の
よ
う
な
単
な
る
「
平
等
」「
不

平
等
」
の
問
題
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
「
人
物
一
覧
」
お
よ
び
『
全
国
部
落
調
査
』
は
、
被
差
別

部
落
を
特
定
し
、
あ
る
い
は
あ
る
個
人
が
被
差
別
部
落
出
身

者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
内
容
で
あ
り
、
部
落
差
別
が
な
お
厳

然
と
残
っ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が

摘
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
摘
示
さ
れ
た
当
該
個
人
に
身
体
的
・

精
神
的
害
悪
を
与
え
、
そ
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
侵
害
す

る
だ
け
で
な
く
、
差
別
を
助
長
し
、
差
別
の
固
定
化
に
寄
与

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、「
人
物
一
覧
」
お
よ
び
『
全
国
部
落
調
査
』

は
、
原
告
の
「
社
会
的
身
分
又
は
門
地
」
に
よ
っ
て
差
別
さ

れ
な
い
権
利
を
侵
害
す
る
と
い
え
ま
す
。

④ 

原
告
部
落
解
放
同
盟
の
「
業
務
」
を
円
滑
に
行
う
権
利
の

侵
害
に
つ
い
て

　
『
全
国
部
落
調
査
』
の
公
開
に
よ
り
、
部
落
解
放
同
盟
が

『
部
落
地
名
総
鑑
』
に
つ
い
て
各
方
面
に
さ
ま
ざ
ま
な
働
き

か
け
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
積

み
上
げ
て
き
た
差
別
の
解
消
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
、
水す
い

泡ほ
う

に
帰
し
、
活
動
に
支
障
が
生
じ
る
な
ど
の
主
張
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
被
告
「
鳥
取
ル
ー
プ
」
と
滋
賀
県

が
情
報
開
示
請
求
に
つ
い
て
争
っ
た
最
高
裁
二
〇
一
四
年
一

二
月
五
日
判
決
で
は
、
人
権
意
識
の
向
上
や
差
別
行
為
の
根

絶
を
目
的
と
し
て
種
々
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
滋
賀
県

の
人
権
啓
発
事
業
の
適
切
な
遂
行
へ
の
支
障
を
、
差
別
意
識

の
増
幅
・
助
長
と
い
う
観
点
か
ら
具
体
的
に
判
断
し
て
い
る

こ
と
を
考
慮
せ
よ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

４
　
現
行
法
の
問
題
点

　

本
件
の
特
徴
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
開
と
い

う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
短
時
間

に
多
く
の
情
報
を
世
界
中
の
人
び
と
に
対
し
て
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
匿と

く

名め
い

で
の
発
信
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
本
件
で
は
、
東
京
法
務
局
が
「
鳥
取
ル
ー
プ
」
に
対
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し
、『
全
国
部
落
調
査
』
な
ど
の
公
開
を
や
め
る
よ
う
「
説

示
」
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
件
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
、
法
的
に
対
処
す
る
に
は
先
に

説
明
し
て
き
た
民
事
裁
判
を
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
短
時
間
で
多
く
の
人
に
広
が
っ
て
い
く
情
報
に

対
し
て
、
ま
し
て
や
匿
名
の
発
信
も
あ
る
場
合
に
、
民
事
裁

判
の
み
で
対
処
す
る
の
は
不
十
分
で
す
（
現
行
法
の
み
で
は

不
十
分
で
す
）。
情
報
の
完
全
な
削
除
に
は
、
長
い
時
間
と
相

当
の
費
用
が
か
か
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
ま
さ
に
本
事
件

を
具
体
例
と
し
て
想
定
し
た
被
差
別
部
落
所
在
地
情
報
の
収

集
や
公
開
を
一
定
の
要
件
の
下
で
制
約
す
る
よ
う
な
法
律

や
、
部
落
差
別
解
消
の
た
め
の
基
本
法
や
、「
差
別
禁
止
法
」

の
制
定
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

５
　
本
件
訴
訟
の
意
義
と
今
後

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
二
回
の
仮
処
分
決
定
は
、

相
当
迅
速
に
な
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
弁
護
団
は
、
法
的
主

張
の
前
提
と
し
て
、
現
在
も
残
る
深
刻
な
部
落
差
別
の
現
状

や
『
全
国
部
落
調
査
』
出
版
・
公
開
の
問
題
点
を
丁
寧
に
主

張
し
ま
し
た
。
裁
判
所
も
こ
う
し
た
問
題
の
深
刻
さ
を
受
け

止
め
迅
速
な
認
容
決
定
を
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

相
手
方
は
、
仮
処
分
時
の
答
弁
書
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で

自
己
の
行
為
を
「
表
現
」
の
自
由
を
持
ち
出
し
て
正
当
化
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、「
表
現
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
何
で

も
保
護
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

を
侵
害
す
る
「
表
現
」、
名
誉
権
を
侵
害
す
る
「
表
現
」、

「
差
別
さ
れ
な
い
権
利
」
を
侵
害
す
る
「
表
現
」
は
憲
法
上

保
護
さ
れ
ま
せ
ん
。
レ
イ
シ
ズ
ム
に
も
と
づ
く
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
の
問
題
と
同
様
、
当
事
者
に
と
っ
て
凶
器
と
な
る
「
表

現
」
を
憲
法
二
一
条
の
「
表
現
」
と
し
て
保
護
す
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
訴
に
つ
い
て
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
は

原
告
ら
が
主
張
す
る
権
利
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

そ
の
前
提
と
な
る
深
刻
な
部
落
差
別
の
実
態
な
ど
が
争
わ
れ

審
理
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
本
訴
訟
の
動
向

に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
か
い 

ま
さ
ひ
と

『
全
国
部
落
調
査
』
復
刻
版
出
版
事
件 

弁
護
団

 
（
河
村
健
夫
、
山
本
志
都
、
指
宿
昭
一
、
中
井
雅
人
）
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